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日本産業規格          JIS 
 T 8150：2021 
 

呼吸用保護具の選択，使用及び保守管理方法 

Guidance for selection, use and maintenance of  

respiratory protective devices 

 
序文 

この規格は，2016 年に第 1 版として発行された ISO/TS 16975-1，及び 2017 年に第 1 版として発行され

た ISO 16975-3 を基とし，JIS 体系を維持するため，技術的内容を変更して作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で，附属書 JA～附属書 JD は，対応国際規格である ISO/TS 16975-1 にはない事項であ

る。附属書 JD は，もう一つの対応国際規格である ISO 16975-3 を基として作成したものである。また，こ

の規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。技術的差異

の一覧表にその説明を付けて，附属書 JE に示す。 

この規格は，呼吸用保護具プログラムを策定し，それを実施するための基本的な要求事項を含んでいる。

また，リスク評価，選択手順，トレーニング，使用及び保守管理に関する情報を含んでいる。附属書は，

このようなプログラムを実施するときに，必要となる規定事項及び参考となる情報を与える。 

1 適用範囲 

この規格は，呼吸用保護具（附属書 JA 参照）を通常の作業で使用する場合の呼吸用保護具プログラム

の策定及び実施に関わる責任者の参考となる情報を規定する。 

この規格は，水中で使用する呼吸用保護具，航空機で使用する呼吸用保護具，医療用救命人工呼吸器及

び酸素吸入器のための呼吸用保護具プログラムには適用しない。 

警告 呼吸用保護具の選択，使用及び保守管理を適切に行わない場合は，障害若しくは病気が生じるか，

又は死亡に至ることがある。 

注記 1 この規格では，ISO 17420 シリーズで規定しようとしている特殊用途の呼吸用保護具プログラ

ムは対象としない。 

注記 2 この規格の情報は，法令作成の一助として使用できるが，法令に優先するものではない。 

注記 3 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO/TS 16975-1:2016 ，Respiratory protective devices－Selection, use and maintenance－Part 1: 

Establishing and implementing a respiratory protective device programme 

ISO 16975-3:2017，Respiratory protective devices－Selection, use and maintenance－Part 3: Fit-testing 

procedures（全体評価：MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”こ

とを示す。 


